
平成２３年度食の安全に関する第 3回勉強会 

テーマ 「食品表示一元化論点整理を考える」 

  消費者庁の設置に伴い JAS 法、食品衛生法、健康増進法の表示規制に関する事務が一元化され

ました。関係法令の統一的な解釈・運用を行うなどの目的のために「食品表示一元化検討会」が開

催されました。「食品表示の一元化に向けた法体系のあり方」、「消費者にとって分かり易い表示方法

のあり方」、「一元化された法体系下での表示事項のあり方」などを検討項目として、このたび中間

の論点整理がされ公表されました。 

  食科協においては、表示制度のあり方について、より詳細であるべき、より分かり易いものであ

るべきなど多くの意見が寄せられていることを踏まえて、去る2011年9月に「食品表示を考える」

勉強会を開催したところです。 

  今回、中間論点整理の公表を受け、これらの問題を整理し、消費者の食品選択に当たり、より適

切な表示制度のあり方の方向を検討するものです。 

日時  平成２４年３月２２日（木） １３時半から１６時半まで 

場所  江東区森下文化センター 4階 AVホール 

    東京都江東区森下 3-12-17 TEL：03-5600-8666  

プログラム 

           座長 東島 弘明 (NPO法人食品保健科学情報交流協議会常務理事) 

開会挨拶                                 関澤 純(理事長)

（１）講演１「食品表示一元化検討会中間論点整理について」 

                      池戸重信（表示一元化検討会座長/宮城大学教授） 

（２）講演２「食品表示一元化」について食品事業者の立場から 

         森 修三（財団法人食品産業センター 企画調査部 次長） 

（３）講演３「食品表示一元化」について消費者の立場から 

                      山根 香織（主婦連合会会長） 

（４）ディスカッション 

    座長  東島弘明 

    パネリスト  上記 3名の演者 

閉会 

定員  ８０名 

 参加費（資料代等）３，０００円(非会員） １，０００円（会員） 賛助会員は 3名まで無料 


